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��� セッション � 

 

 

（�要） 

セッション６では、セッション４、５を踏まえて、学習のアウトカムとして学生が

６年制卒業時に「薬剤師の義務及び法令を遵守する」ことが実践できるようになるた

めに必要な順次性のあるカリキュラムとして「ラセン型カリキュラム」の作成を行っ

た。 

セッション 4 において、薬学部６年制卒業時に求められる基本的な資質のひとつで

ある「薬剤師としての心構え」についてとりあげ、その内容について具体的に「薬剤

師としてどのようなことを実践する能力か（スタンダード）」を 5 個前後あげたのち、

さらに各スタンダードについて具体的な内容（エレメント）を明確に記述した。セッ

ション５では、セッション４であげたスタンダードのうち「薬剤師の義務及び法令を

遵守する」を取り上げ、これに対する学生の基本的能力（パフォーマンス）の評価法

としてルーブリックの作成を行った。 

セッション６では、これらを踏まえ、学生が６年制卒業時に「薬剤師の義務及び法

令を遵守する（スタンダード）」ことが実践できるようになるために必要な順次性の

ある「ラセン型カリキュラム」の作成を行った。ラセン型カリキュラムの作成では、

最終的なスタンダードに到達するために必要な知識レベルでの学習を低学年で実施

し、高学年に進級するに従い、複数の科目による繰り返しと、模擬患者による実習・

標準的患者に対する実践・様々な患者に対する実践を順次学習し、より高度で応用的

な知識・技能・態度がラセン型に習得できるようにした。また、併せて各段階におけ

る効果的な評価法も検討した。 

 �１�学習アウトカムとして求められる基本的な資質 

薬学部６年制卒業時に求められる基本的な資質のうち、「薬剤師としての心構え」

を取り上げ、それについて学習アウトカムとして必要な具体的な資質を議論した。そ

の結果、以下の３項目が必要な項目（スタンダード）と判断された(セッション４)。 

１．医療人として、豊かな人間性をもち、人の命と健康な生活に守る使命感、責任

感、倫理観を有する。 

2．生命の尊厳を深く認識する。 

3．薬剤師の義務及び法令を遵守する。 

このうち、項目３「薬剤師の義務及び法令を遵守する」について取り上げ、必要な

具体的なエレメントを議論した結果、次の５つのエレメントが必要と判断された(セ

ッション４)。 
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3－1．法令を理解し遵守する。 

3－2．医薬品の適正使用に関する薬剤師の役割を理解し果たす。 

3－3．患者及び生活者に対する薬剤師の役割を理解する。 

3－4．インフォームドコンセントを理解し実践できる。 

3－5．守秘義務を理解し遵守する。 

 

[2] ���の��レベルに６年間を��て�ういう順次性を�って到達する�� 

�順次性のあるラセン型カリキュラムとして作成� 

 

上記項目３のスタンダード「薬剤師の義務及び法令を遵守する」を６年間の学習で

到達するために、５つエレメントそれぞれに対して以下の点を考慮し、順次性のある

ラセン型カリキュラムとして作成した。 

１） 繰り返し学習を念頭に、それぞれのエレメントを含む講義・実習を複数設けた。 

２） 知識レベルでの学習を低学年で学び、高学年に進級するに従い、複数の科目に

よる繰り返しと、模擬患者による実習・標準的患者に対する実践・様々な患者に

対する実践を順次学習し、より高度で応用的な知識・技能・態度がラセン型に習

得できるようにカリキュラムを作成した。 

３）学習法としては、知識レベルの学習は講義・講演(評価法：客観試験、論述試験、

レポート)、より深い知識の理解には SGD(small group discussion；評価法：レポ

ート)、知識・技能・態度の学習には、模擬患者による実習(事前実務学習、OSCE；

評価法：観察記録)・標準的患者に対する実践（実務実習前期；評価法：観察記録）・

様々な患者に対する実践（実務実習後期、評価法：観察記録）を取り入れた。 

 

以下にそれぞれのエレメントに対して、具体的に設定したカリキュラムを示す。 

 

「3－1．法令を理解し遵守する。3－3．患者及び生活者に対する薬剤師の役割を理解

する。」 

 （カリキュラム） 

①  法令と倫理に関する知識の学習：講義（３，４学年）  

[評価法：論述試験；ゴール：ルーブリック評価マイルストーン２(R2)] 

②  実習による学習 

＊模擬患者を使って実践による学習：事前実務学習（４学年） 

(評価法：観察記録、OSCE) 

＊標準患者に対して、疑義照会・服薬指導・情報提供・薬歴管理の実践学習：

実務実習前半（５学年） 

 [評価法：観察記録；ゴール：ルーブリック評価マイルストーン３(R3)] 
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��� セッション � 

 

���� �における本セッションまでの�� 

 セッション４のテーマ「６年制課程卒業時に必要とされる資質について具体的に考えよ

う」では、「研究能力」に焦点を絞り、スタンダードとして(1) 研究する意欲を持つ。(2) 薬

学と医療の現状を把握する。(3) 問題発見能力を身につける。(4) 問題解決能力を身につ

ける。(5) 研究成果を発信する。を SGD によって抽出し、そのうち(3) 問題発見能力を身

につける。についてのエレメントとして(3-1) 学会に参加する。(3-2) 先行研究を調査す

る。(3-3) 疑問点についてディスカッションする。(3-4) 広い視野をもつ。を挙げた。 

 次いで、セッション５のテーマ「基本能力をどのように評価するか」では、セッション

４で議論したスタンダード(3) 問題発見能力を身につける。についての評価基準（ルーブ

リック）として�ン�マーク：既存の研究や与えられた課題から疑問点を一つ抽出できる。

マ�ルストーン：既存の研究や与えられた課題から疑問点を複数抽出し、疑問に感じた理

由を説明する。抽出した疑問点についてディスカッションし、問題点を設定する。キ�ッ

�ストーン：学会参加や先行研究の調査など様々な角度から吟味し、問題点を考察する。

を設定した。（ここでは、「疑問点」を「問題点」であるかどうかまだわかっていない段階

のものを表す言葉として使っている。） 

 

 

��順次�のあるラセン型カリキュラムとは��� 

 Miller によると、学習は、底辺から順に「知っている」→「深く理解する」→「シミュ

レートする」→「実践する」という学習ピラミッドを登っていくことになるが、学習者自

身においては、自身の基本的能力が大きくなっていくため、逆ピラミッド型になっている

と捉えることができる。この学習を実現するための方策として、ラセン型カリキュラムが

ある。 

 ラセン型カリキュラムは、(1) 同じテーマで繰り返し

学習する。(2) 繰り返し学習では、テーマに沿ってより

最新の高度な応用できる知識、技能、態度が修得できる

ように目標、科目を設定する。(3) 過去の学習内容を更

に強化するように目標、科目を設定する。(4) 科目、学

年ごとに修得する内容が増加して、６年制卒業時に求め

られる基本的能力（パフォーマンス）に繋がる。という

特徴をもつ。 
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 つまり、新しい次の学習が、それまでの学習と関連性を保ち、ひとつの学習項目を繰り

返すたびに、学生の能力が向上しつつ、拡大するラセンを描くのである。 

 

 

３��次性のあるラセン型カリキュラムの構築 

 ⅢC 班においてセッション４，５を通してディスカッションしてきた内容について、ラ

セン型カリキュラムを構築する。即ち、研究能力（６年制課程卒業時に必要とされる資質）

のスタンダードの一つ「問題発見能力を身につける」についてこの作業を行う。 

 まず、「１年の基礎科目からのカリキュラムを作るか？」という議論があったが、ここで

は、３年から始まるカリキュラムを想定し、「英語論文の読解・調査」「先輩の発表を聞く」

「先生の発表を聞く」などの「研究概要を知る」をスタートに設定した。 

 SGD から得られたカリキュラムと評価方法は、以下の通りである。 

(1) 研究概要について知る。（卒業研究・３年） 評価：観察 

(2) 専門領域の文献検索方法を学ぶ。（卒業研究・３年） 評価：観察 

(3) 重要な文献を整理して発表する。（卒業研究・４年） 評価：チェックリスト 

(4) 卒業研究テーマを設定する。（卒業研究・４年） 評価：レポート 

(5) 実務実習を通じて疑問点を見出す。（実務実習・５年） 評価：ルーブリック 

(6) 疑問点から問題点を設定する。（卒業研究・５年） 評価：ルーブリック 

(7) 実務現場における研究テーマが提案できる。（卒業研究・６年） 

 評価：ルーブリック 

 ここで、(4)のテーマ設定では、教員側から提案された複数の研究テーマから学生自身が

選択することを行い、(5)では実務実習の現場において疑問点を見出すという「問題発見能

力」を実践してみる。また、(6)では再び大学に戻って卒業研究を続け、卒業研究の疑問点

から問題点を設定するなどの「問題発見能力」を磨き、(7)では将来働くであろう実務現場

においても研究テーマが提案できるまでになるというカリキュラムとした。 
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